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５
月
20
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
く
の
来

賓
と
会
員
が
参
加
し
、
令
和
５
年
度

東
村
山
市
国
際
友
好
協
会
の
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま

っ
て
行
う
総
会
は
４
年
ぶ
り
で
す
。

　

会
長
及
び
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
の

あ
と
議
事
に
入
り
、
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
と
会
計
決
算
及
び
監
査
報

告
が
あ
り
、
次
に
令
和
５
年
度
の
事

業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）、「
日

本
庭
園
協
力
委
員
会
の
位
置
づ
け
」

が
審
議
さ
れ
、
各
議
案
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
イ
市
と
の
学
生

受
入
・
派
遣
は
、
中
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

総
会
終
了
後
の
恒
例
の
懇
親
会
は
、

感
染
防
止
の
た
め
、
取
り
止
め
に
な

り
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、
１
月
開

催
の
「
姉
妹
都
市
交
流
45
周
年
記
念

展
」
で
製
作
・
展
示
し
た
パ
ネ
ル
が

特
別
に
展
示
さ
れ
、
改
め
て
当
協
会

の
歩
み
な
ど
を
振
り
返
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

東
村
山
市
国
際
友
好
協
会
の
令
和

５
年
度
の
総
会
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
１
月
に
中
央
公
民
館

で
行
っ
た
姉
妹
都
市
交
流
45
周
年
の

パ
ネ
ル
展
示
は
、
歴
史
を
振
り
返
り

つ
つ
未
来
を
展
望
す
る
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
で
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ

様
々
な
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
万
が
一
、
訪
問
し
合
う
時
に
感

染
が
判
明
し
た
場
合
の
対
応
等
心
配

な
こ
と
が
あ
り
、
リ
ア
ル
で
の
交
流

事
業
は
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ス
市
と
の
交
流
の
灯
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
と
、
皆
さ
ま
の
叡
智
と
力

を
結
集
し
て
よ
り
良
い
交
流
事
業
が

大
き
く
展
開
で
き
る
よ
う
に
ご
努
力

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
市
と
の
交
流
は
長
い
歴
史
が

あ
り
、
行
政
同
士
の
交
流
に
つ
い
て

も
で
き
る
範
囲
で
取
り
組
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
４
日（
日
）に
令
和
５
年
度
東

村
山
市
民
功
労
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

公
益
部
門
で
中
村
美
和
子
氏
と
横
田

と
よ
子
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
中

村
氏
は
2005
年
か
ら
英
会
話
委
員
と
し

て
携
わ
り
、
そ
の
後
長
い
期
間
委
員

長
を
務
め
、
昨
年
度
よ
り
会
計
理
事

も
兼
務
し
て
い
ま
す
。
横
田
氏
は
英

会
話
委
員
と
し
て
23
年
間
携
わ
り
、

現
在
ま
で
11
年
に
わ
た
り
副
委
員
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
両
氏
と
も
英
会

話
委
員
会
一
筋
に
活
動
し
、
協
会
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
従
来
通
り
の
対
面
で
の

集
金
、
郵
便
振
込
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
振
込
に
よ
り
会
費
を

納
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
も
９
月
上
旬
か
ら
末
ま
で
の
期
間

に
、
昨
年
と
同
様
に
三
種
類
の
方
法

で
集
金
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、そ
の
際
に
粗
品
（
レ
ジ
袋
）

を
一
緒
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

�

（
会
員
拡
充
委
員
会
）

会
費
納
入
の
お
願
い

市
民
表
彰
お
め
で
と
う

市
長
ご
挨
拶

【派遣委員会】
東村山市民（在住・在学・在勤）
をイ市へ派遣する。市やJSCC
と連絡を取り合い、準備や手配
を行う。学生には事前研修も。 
初海外旅行でもOK！
挑戦をサポート

【英会話委員会】
前期（４月～９月）
後期（10月～３月）、各20回
開講日：週１回水曜日
５時半～、初・中級各２クラス
外国人講師との調整役

【広報委員会】
広報紙[人と人]
年に３回発行

文章を書くことが
苦にならない人

大歓迎
パソコンが苦手な
人は覚える良い

チャンス！

【学生受入委員会】
イ市の学生を受入
市やJSCCと連絡を取り合い
滞在中の準備や手配を行う
東村山のことや日本の文化を

堪能してもらお
う と、 滞 在 時 の
行事を企画

【会員交流委員会】
会員間の親睦を図る
懇親会、産業まつり出店
研修会、クリスマス会…etc.
楽しい企画を共に考えましょう

【�会員拡充
委員会】

年に３回
　広報紙配布
年に１回
　会費の集金
訪問先での
ちょっとした
会話が楽しみ

令
和
５
年
度
総
会
開
催

　
　
　

４
年
ぶ
り
に
会
場
に
集
ま
っ
て

Higashimurayama City International Friendship Association

東村山市国際友好協会　第128号

1．収　入� （単位：円）

項　　　目 令和4年度決算額 令和5年度予算額
会 費 1,116,138 1,256,000
英会話講座収入 1,451,000 1,560,000
産業まつり事業費 0 300,000
補 助 金 270,000 470,000
繰 入 金 0 0
繰 越 金 1,027,133 1,286,650
雑 収 入 5,258 0
合 計 3,869,529 4,872,650

2．支　出� （単位：円）

項　　　目 令和4年度決算額 令和5年度予算額
会 議 費 3,396 20,000
消 耗 品 費 76,654 70,000
印 刷 費 1,625 60,000
渉 外 費 0 100,000
翻 訳 費 0 0
通 信 費 42,799 80,000
使 用 料 1,000 50,000
備 品 費 0 50,000
手 数 料 19,641 0
親善訪問団派遣費 71,471 345,000
学 生 受 入 費 0 325,000
教 育 交 流 費 0 0
産業まつり参加費 0 200,000
英会話講座費 1,428,628 1,575,000
イ市行事協力費 0 0
日本庭園協力費 0 10,000
広 報 宣 伝 費 311,840 400,000
会 員 交 流 費 0 550,000
会 員 拡 充 費 87,225 90,000
ホームページ管理費 136,000 140,000
諸 支 出 金 31,350 100,000
積 立 金 0 0
予 備 費 371,250 707,650
合 計 2,582,879 4,872,650

令和４年度決算と令和５年度予算 令和５年度事業計画
①英会話講座の開講
　前期：4月～９月　後期：10月～３月
②イ市学生訪問団受入事業 ➡ 中止
③親善訪問派遣団派遣事業 ➡ 中止
④オンライン交流事業 ➡ ９月～ 12月
⑤ 広報紙「人と人」の発行 

 ➡ ７月、11月、３月
⑥市民産業まつりに参加・出店 ➡ 11月
⑦その他　年間を通して

渡部尚市長

委員募集中
会員登録の年数よりも
必要なのは好奇心
忙しい時期は委員会
によってそれぞれ違う
けど、地元で一緒に
ボランティア活動を
始めてみませんか
〔希望者は各委員会へ〕

横田さん（左）と中村さん（右）



令和５年（2023年）　７月20日発行 第 12 8  号人　　と　　人

　

１
月
21
日
～
29
日

に
実
施
さ
れ
た
「
姉

妹
都
市
交
流
45
周
年

記
念
展
」
は
好
評
で

し
た
。
こ
の
記
念
展

を
開
く
に
あ
た
り
、

ど
ん
な
準
備
を
行

い
、
何
を
ポ
イ
ン
ト

に
置
い
て
進
め
て
き

た
か
を
、
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。
市
民

相
談
・
交
流
課
及
び

受
入
委
員
会
有
志
と

広
報
委
員
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
会

議
を
重
ね
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

●
記
念
展
の
提
案

　

提
携
日
の
１
月
26
日
を
含
む
日
程

で
、
姉
妹
都
市
交
流
の
歩
み
を
紹
介

し
、
広
く
市
民
に
当
協
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
記
念
展
を
中
央
公
民

館
展
示
室
で
開
く
こ
と
を
、
広
報
委

員
会
が
提
案
し
、
役
員
会
及
び
市
に

了
承
を
得
ま
し
た
。

●
展
示
は
パ
ネ
ル
形
式
で

　

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、
各
グ
ル
ー
プ

が
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ
ル
に
ま
と

め
、
そ
れ
ら
を
集
め
て
展
示
す
る
パ

ネ
ル
展
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
、
挨
拶
、
友
好
協
会
の

紹
介
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
市
の

案
内
、
交
流
の
年
表
、
学
生
や
大
人

の
交
流
、
姉
妹
校
の
交
流
、
各
委
員

会
の
活
動
、
賛
助
会
員
、
市
民
相
談
・

交
流
課
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
。
さ
ら
に
、

派
遣
委
員
会
製
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
、
市

や
回
田
小
が
保
管
す
る
交
流
の
記
念

品
を
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
、
回
田
小
学
校
、
イ
市
、

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
な
ど
に
協
力
を
お
願
い

し
、
原
稿
な
ど
を
依
頼
し
ま
し
た
。

●
展
示
内
容
の
製
作

　

写
真
を
多
く
文
章
は
簡
潔
に
し

て
、見
や
す
く
整
っ
た
展
示
を
基
本
と

し
ま
し
た
。
集
め
た
原
稿
や
写
真
を

広
報
委
員
が
デ
ー
タ
化
し
、パ
ネ
ル
用

原
稿
を
作
り
ま
し
た
。
原
稿
を
拡
大

印
刷
し
パ
ネ
ル
に
加
工
す
る
作
業
は

業
者
（
弘
久
社
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

製
作
面
で
は
原
稿
作
成
ま
で
を
自

分
た
ち
で
行
い
、
印
刷
加
工
を
業
者

に
発
注
し
た
こ
と
で
、
費
用
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
機
器
の
レ

ン
タ
ル
、
会
場
の
設
営
展
示
・
撤
去

業
務
な
ど
も
依
頼
し
ま
し
た
。

●
記
念
展
の
Ｐ
Ｒ

　

市
報
に
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
。

他
に
チ
ラ
シ
を
作
り
、市
内
の
小
５
、

６
年
生
と
中
学
生
全
員
に
配
布
。
ま

た
「
人
と
人
」
最
新
号
の
裏
面
に
ポ

ス
タ
ー
を
印
刷
し
、
市
内
の
各
高
校

に
掲
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

●
記
念
展
の
開
催

　

開
催
前
日
に
業
者
が
パ
ネ
ル
を
設

置
。
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
台
や
受
付
な

ど
会
場
作
り
は
、
関
係
会
員
が
協
力

し
、
作
業
し
ま
し
た
。
開
催
日
の
８

日
間
、
受
付
は
役
員
が
当
番
で
担
当

し
ま
し
た
。
開
催
初
日
に
は
市
長
他

来
賓
を
招
待
し
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
最
終
日
夕
方
は
関
係
者
で

会
場
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

寒
い
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
８

日
間
で
約
500
人
の
方
が
来
場
し
ま
し

た
。
学
生
の
来
場
数
が
少
な
い
で
す

が
、
チ
ラ
シ
配
布
で
姉
妹
都
市
に
つ

い
て
認
知
し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。来
場
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
は
、

友
好
協
会
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
自
由
記
入
欄
で
は
「
素

晴
ら
し
い
」「
開
催
に
感
謝
」
の
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
ま

で
の
努
力
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
自
由
欄
に
は
、
友
好
協
会

の
活
動
は
平
和
に
と
っ
て
尊
い
も
の

で
、
若
者
の
交
流
を
今
後
と
も
絶
や

さ
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
願
い
の
記

入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
今
回
の

記
念
展
の
成
果
を
ス
テ
ッ
プ
に
し

て
、
市
民
の
方
々
に
ど
う
広
報
し
て

い
く
か
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
き
、

特
に
若
い
世
代
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
年
度
も
学
生

の
交
流
が
中
止
と
な
る
中
、
昨
年
に

引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
９
月
か

ら
12
月
ま
で
、
東
村
山
市
と
イ
市

の
家
族
や
グ
ル
ー
プ
が
Zoom
や
Skype
で
、

お
互
い
の
趣
味
や
季
節
の
行
事
等
を

紹
介
し
合
い
ま
す
。

　
　
　

第
７
回
派
遣
生　

伊
藤
玲
子
（
旧
姓
：
大
野
）

　

高
校
生
の
時
、
派
遣
団
員
と
し
て

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
の
時
孫
の
よ
う
に
可
愛

が
っ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
の
シ
ョ
ウ
夫

妻
、
そ
し
て
派
遣
団
員
と
し
て
一
緒

に
行
っ
た
仲
間
た
ち
と
は
、
そ
の
後

も
良
好
な
関
係
が
続
き
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
市
滞
在
中
、
私
の
英
語
は
片
言

程
度
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
は
じ
め
関
わ
っ
た
全
て
の
方
々

は
優
し
く
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、

何
と
か
意
思
疎
通
出
来
ま
し
た
。
そ

ん
な
親
切
で
温
か
い
雰
囲
気
に
つ
つ

ま
れ
、
日
本
に
は
帰
り
た
く
な
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
体
験
を
一
緒
に
し
た

派
遣
団
の
仲
間
と
も
、
学
校
の
友
人

と
は
違
う
絆
で
結
ば
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
経
験
が
も
っ
と
ア
メ
リ
カ

を
知
り
英
語
を
話
せ
る
様
に
な
り
た

い
と
い
う
思
い
が
私
の
中
に
募
り
だ

し
、
短
大
卒
業
後
、
シ
ョ
ウ
夫
妻
の

◇
人
事
異
動

　

市
民
部
次
長
が
髙
橋
道
明
氏

か
ら
屋
代
尚
子
氏
（
前
ま
ち
づ

く
り
部
次
長
）
に
交
代
と
な
り

ま
し
た
。
市
民
相
談
・
交
流
課

多
文
化
共
生
係
長
に
は
橘
博
氏

（
前
健
康
増
進
課
）
が
着
任
さ

れ
、
前
任
の
市
村
僚
子
係
長
は

介
護
保
険
課
認
定
係
へ
異
動
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
号
は
１
月
に
催
し
た
記
念

展
の
開
催
経
過
を
振
返
り
ま
し

た
。
打
合
せ
を
重
ね
準
備
を
整

え
ま
し
た
が
、
終
了
し
て
僅
か

数
カ
月
で
、
早
く
も
記
憶
が
怪

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
友
好
の

歴
史
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た

め
に
も
、
い
ま
記
録
を
残
す
こ

と
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

編
集
後
記

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

あ
の
人
は
い
ま

勧
め
も
あ
り
、
ア
イ
オ
ワ
州
に
あ
る

大
学
に
２
年
間
留
学
し
ま
し
た
。
帰

国
後
は
ホ
テ
ル
に
勤
め
、
あ
の
時
受

け
た
温
か
い
お
も
て
な
し
を
今
度
は

外
国
人
観
光
客
に
返
し
て
い
く
気
持

ち
で
働
き
ま
し
た
。

　

結
婚
し
て
子
供
が
出
来
て
か
ら
も

家
族
ぐ
る
み
で
交
流
が
続
き
、
彼
ら

の
お
孫
さ
ん
が
ア
ジ
ア
出
張
で
近
国

に
来
る
時
は
必
ず
日
本
に
立
ち
寄
っ

て
く
れ
て
、
我
々
家
族
と
時
間
を
共

有
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
近
年

シ
ョ
ウ
夫
妻
は
お
二
人
と
も
永
眠
さ

れ
ま
し
た
が
、
お
孫
さ
ん
と
は
今
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
団
員
と
し

て
一
緒
に
行
っ
た
仲
間
と
は
、
十
数

年
前
か
ら
連
絡
が
取
れ
る
人
で
年
一

回
集
ま
り
、
近
況
報
告
を
し
て
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　６月10日（土）、イ市にて「アッ
プタウン祭り」が開催されました。
JSCCも参加して、訪問学生OBが
東村山訪問の体験談を話したり質
問に答えるなど、日本での生活を
紹介しました。

アップタウン祭り

～19　 20～39 40～59 60～79 80～
8 22 39 75 25 数字は人数
市報 ホームページ チラシ 学校 公民館 「人と人」 　その他
36 6 7 3 63 13 51
挨拶 友好協会 イ市 年表 姉妹校 委員会 賛助会員 その他
34 55 95 56 41 17 10 8
ある ない どちらでもない ある ない どちらでもない

91 16 44 110 8 35
市内 市外 はい いいえ
137 28 34 130

貴方の年代

お住まいの地域 会員ですか

友好協会に
興味や関心は

ホストファミリー・ホーム
スティに興味や関心は

何で記念展を知りましたか

興味を持った展示

記念展を振り返って記念展を振り返って

45周年記念展アンケート結果

ショウ夫妻と


